
 

 １０月の生活目標 

体をしっかり動かそう 
生活指導 平山 貴裕 

 

 少しずつ涼しくなり、体を動かすのに適した季節に

なりました。今月の生活目標は『体をしっかりと動かそ

う』です。 

運動会の練習も佳境に入ってきて、子供たちも学年

での演技を精一杯練習しています。体を動かす機会は、

運動会練習や体育の他にも休み時間がありますが、感

染症予防のため、外遊びができない日が続いていまし

た。免疫力の低下を防ぐためにも体力向上が大切です。

また、体を動かすことで、脳の働きも良くし、ものごと

に取り組むやる気、集中力、ねばり強さ、などの心の働

きが高まるとも言われています。 

子供が運動不足になっている背景として、手軽な遊

び場の減少が挙げられます。ぜひ、お子さんと一緒にご

家庭の中で簡単な運動に取り組んだり、休日は思いっ

きり体を動かす機会を作ったりしていただけると、子

供たちの体力向上につながると思います。 
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１０ 月 号 
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運動会 
委員長 中谷 陽介 

 

１０月８日（金）児童鑑賞日、９日（土）保護者鑑

賞日として運動会を実施いたします。 

運動会では、全学年が表現運動とかけっこ・短距離

走に取り組みます。表現運動では、リズムダンスや民

舞、フラッグ運動など、学年で一体となって練習して

います。子供たちは、本番に向けた練習の中で、踊り

を一生懸命覚えたり、友達と教え合ったりして、子供

たち同士で高め合っている姿があります。かけっこ・

短距離走では、友達と競い合い、どうしたら速く走れ

るか考えて取り組んでいます。一生懸命表現し、走る

姿や表情は、運動会ならではのものです。 

学校では、練習中や前後にこまめに水分補給をさ

せたり、汗をきちんと拭かせたりして進めています。

ご家庭でも、子供たちが全力のパフォーマンスを出

せるように汗拭きタオルや着替えの下着のご準備、

睡眠時間の確保にご協力よろしくお願いします。 

最後に、種目や鑑賞方法など前年と変わる部分が

あります。詳しいお知らせを後日配布いたしますの

でご覧ください。ご理解ご協力ありがとうございま

す。最後まで安全に配慮しつつ、最高の運動会にでき

るよう子供たちを支えていきたいと思います。 

子供たちにエールを送る 
副校長 和田 正典 

 

 日頃より本校の教育活動にご理解とご協力を賜り、

感謝申し上げます。新型コロナウイルス感染症拡大に

伴う緊急事態宣言が解除となりますが、今なお様々な

制限が強いられる中、校庭からは来週実施される運動

会のかけっこ・短距離走、表現運動の練習に一生懸命

に取り組む子供たちの様子が伺え、子供たちのたくま

しさを感じているところです。 

さて、９月は、「エール・ウィーク」の取組がありま

した。「エール・ウィーク」とは、子供たちが自らのよ

さや可能性に気付き、自己肯定感を高めることができ

るよう、教職員が、児童一人一人のよさや努力、成長

を見付けて、それを児童に直接伝えるという取組です。

「子供輝く＠ＴＯＫＹＯ」の中の取組で、都内全ての

公立学校で実施されています。本校では、９月２１日

から９月３０日までの期間、朝の会や帰りの会、学級

活動の時間などを通して、児童全員のよいところや、

頑張っていることなどを担任がクラス全体の場で認

め、褒める活動を実施しました。各教室での様子を参

観しましたが、どの児童も非常に嬉しそうな表情を浮

かべていました。ある児童は、「やっぱりみんなの前で

褒められるとうれしい。自分も気付いたことがあった

ら友達に言ってみようと思う。」と話していました。や

はり、児童にとって「褒められる」ことは、大人が思

っている以上に「自己肯定感」や「自己有用感」を高

めることにつながることを実感しました。我々教員も

日々、子供たちを「認める」「褒める」ことを意図的に

行っていますが、コロナ禍の今だからこそ子供たちと

さらに丁寧に向き合い、寄り添い教育活動を行ってい

きます。そして、ご家庭とも連携を図りながら、学校

生活を通して、子供たちが自らの可能性を自覚し、将

来に向けた夢や希望をもち、未来を切り拓く姿勢を育

んでまいります。 

今年度の運動会も昨年度同様、規模を縮小した形で

の実施となりますが、その中でも子供たちの活躍や頑

張りをご覧いただき、認め、褒めていただければと思

います。 

～お知らせ～ 

就学時健診 

１１月５日（金）に就学時健診を行います。当日は金

曜日ですが水曜時程で午前中授業となります。児童は

給食後、１３：００に完全下校となります。 

秋の歯科検診 

秋に予定されていた歯科検診は、コロナ禍のため中止

といたします。 



 
 

１０月行事予定表   

1 金 職場体験③  

2 土 開校記念日（１４３周年） 

3 日  

4 月 放送朝会 委員会活動 

5 火 安全指導 代表委員会 

6 水 区教研のため 4時間授業 

7 木 
児童集会 

 運動会前日準備のため５時間授業 

8 金 運動会 児童鑑賞日 ５時間授業 

9 土 運動会 保護者鑑賞日 ５時間授業 

10 日 運動会 予備日 

11 月 振替休業日 

12 火 放送朝会 校外学習（１年） 

13 水  

14 木 水曜時程 個人面談  

15 金 水曜時程 個人面談（３・６年） 

16 土  

17 日  

18 月 
早寝早起き朝ごはん週間始 

水曜時程 個人面談  

19 火 
水曜時程 個人面談 

交通安全指導（１～３年） 

20 水 
校内研究会のため４時間授業 

（６年３組は５時間授業） 

21 木 水曜時程 個人面談 

22 金 水曜時程 個人面談 

23 土  

24 日 早寝早起き朝ごはん週間終 

25 月 放送朝会 クラブ活動 

26 火 
縦割り班活動 校外学習（２年） 

個人面談（４年）  

27 水 避難訓練 

28 木 
校内研究会のため４時間授業 

（１年３組は５時間授業） 

29 金 読書活動 体育朝会（３・４年） 

30 土  

31 日  

 

クラブ活動 
 クラブ活動担当 堀越 亮一 

今年度は、屋上運動、室内運動、屋外運動、卓球、パソコン、演劇、音楽、まんが・アート、手芸、ゲーム・将棋、
科学、読書の１２のクラブで活動しています。クラブ活動は、共通の興味・関心をもった４年生以上の学年の児童が
集まり、自発的に活動する時間です。４・５・６年生が学年の枠を超えて活動するので、異学年の仲間と互いに教え
合ったり助け合ったりする中で、交流を深めることができます。 

２月には、クラブ紹介週間があります。それぞれのクラブがビデオにより、活動の様子を全校に向けて発表しま
す。音楽発表や即興アート、スポーツの実技、作品発表など、毎年バラエティに富んだ発表があり、どの学年の児童
も深く興味をもって見ています。 

また、３年生は１月にすべてのクラブを見学します。来年度に向けて興味のあるクラブを見付けると同時に、４年
生への期待を膨らませる貴重な時間となっています。 

緊急事態宣言中は６年生のみ、５年生のみという形で実施しましたが、１０月からは４・５・６年生が一緒に活動
します。 

５年生だより 
佐藤 奈緒美 

どの学年も、運動会に向けて毎日練習に励んでいます。

今年は東京オリンピック・パラリンピックが開催され、世

界中から日本が注目されました。そこで、今年の５年生の

運動会テーマは「和」にしました。日本を意味する「和」

。調和の「和」。足し算の「和」。「和」という言葉には、さ

まざまな意味が込められています。一人一人が助け合い、

調和をとりながら全員が一つになるという願いを込めて、

このテーマがあります。使い慣れない扇子を持っての踊り

は、一つ一つの動作で意識するポイントも多く、苦戦する

姿も見受けられます。しかし、休み時間に自主練習をした

り、友達と教え合ったりとそれぞれの努力が垣間見え、練

習の度に上達していく子供たちには、大きな成長を感じま

す。どんな状況下でも、練習に励んでいます。ぜひ、本番

では子供たちの堂々とした姿をご覧ください。そして、温

かい声援をよろしくお願いいたします。 

専科だより 
音楽科専科 森山 僚子   

家庭科専科 菅原 一花 
音楽科では、今年度も新型コロナウイルス対策と並行

した学習活動を工夫して行っています。大田区教育委員
会のガイドラインに沿い、マスクの着用や話し合い活動
の制限等気を付けることに加え、呼気を出さないようミ
ニキーボードを使った鍵盤楽器の学習に切り替えたり、
年間計画の一部を変更して「音楽鑑賞」の学習を先行して
行ったりしています。 
 そのような対策を講じる中、１２月に開催予定の「東一
ステージ」に向けての練習が各学年とも始まりました。練
習制限がある中でも、学年で一体となって音楽をつくり
上げることができるよう、これまで以上に一人一人が力
を合わせて取り組むことができるように導いていきま
す。 
家庭科室では、２月の「東一ギャラリー」に向けて作品

作りがスタートしています。５年生は手縫いの方法や初
めてのミシンの使い方を一生懸命に覚え、ペアで確認し
ながら取り組んでいます。６年生は一年間積み重ねてき
たミシンの技能を発揮し、困っている友達がいれば教え、
協力して取り組んでいます。最高学年として自分らしさ
を大切にした作品を目指します。 
 家庭科の学習では、家庭生活で生かせることが多くあ
ります。学習したことをどこで生かせるのか、何につなが
っているのかを常に意識できるような指導を行っていき
ます。 


